













　В начале XIX в. одно за другим произошли несколько событий, которые следует 
охарактеризовать как неудачи в русско-японских отношениях: отказ посольству 
Н.П.Резанова в установлении торговли, нападение Н.А.Хвостова и Г.И.Давыдова  на северные 
территории Японии, пленение В.М.Головнина. Чтобы освободить капитана Головнина 
из японского плена, его помощник и друг П. И.Рикорд захватил в плен Такадая Кахэй и 
привез его на Камчатку. Кахэй сумел использовать свое пребывание у русских как шанс 
урегулировать русско-японские отношения и предотвратить войну.  В чем же секрет успеха 
дипломатии Кахэй, который не знал русского языка и, когда его захватили, находился почти 
что в положении  потерпевшего кораблекрушение? Статьи одного из журналов того времени 
и карта Петропавловского порта 1819-1820 гг. дают представление об атмосфере города и 
показывают, что у Кахэя были помощники. 
　Анализ этих материалов позволяет понять, как через письменный язык, ритуалы и 
символы Кахэй осуществлял межкультурную коммуникацию, и как доверие к нему со 












  1） Меньшиков В.И. Налычево. Имя на карте. Петропавловск Камчатский. 2008. С.32.
  2） 日露間に戦争の可能性があったことは，たとえば，1812年4月18日付のシベリア総督の内務大臣あて





































  4） ラクスマン，レザノフ，プチャーチンの三使節の比較に関しては拙著『外交儀礼から見た幕末日露文
化交流史―描かれた相互イメージ・表象―』（ミネルヴァ書房，2008年）を参照されたい。



































  6） 生田美智子，前掲書，89－92頁。
  7） ドゥーフ著・永積洋子訳『ドゥーフ日本回想録』雄松堂出版，2003年，76頁。





























  9） しかし，政府が無為無策だったわけではなく，平川新が指摘したように，1812年6月には外務大臣サ
ルティコフを通じて在露アメリカ大使にゴロヴニン救出への援助を要請している。Россия и СIIIA: 
становление отношений 1765-1815. M., 1980. C. 529. 平川新「漂流民とロシア―日露の出合いと交流―」
『東北アジアアラカルト　日本とロシア―その歴史をふりかえる』（東北大学東北アジア研究センター，
2003年）参照。
10） Миницкий В. Указ. соч. С. 130-134.
11） 6年前にフォボストフが拉致してきた日本人である五郎次はロシア語がしゃべれるので，リコルドは
彼を通じて日本に働きかけることにしたのだ。
12） Рикорд П.И. Записки капитана флота Рикорда о плавании его к японским берегам в 1812 и 1815 годах， и 
о сношениях с японцами. СПб. 1816. С.38. 翻訳に際しては以下の訳文を参照した。リコルド著・井上満
訳「艦長リコルドの手記」（ゴロヴニン著・井上満訳『日本幽囚記』下，岩波書店，1946年）。P.I.リコ
ルド著・斉藤智之訳『対日折衝記』2006年。












































































































19） Сгибнев А.С. Исторический очерк главнейших событий в камчатке с 1650-1856 гг.c.5-102// Вопросы 
истории Камчатки. Вып. 1. Петропавловск-Камчаткий. 2008.

















































































































30） Головнин В. М. Записки флота капитана Головнина о приключениях его в плену у японцев в 1811， 1812 и 




































31） Рикорд П.И. Указ. соч. С. 59.





































37） Добель П.В. Отрывки из записок путешественника по Камчатке и Сибири // Сын отечества. 1815. Ч. 22. № 
22. С. 83-95; № 25/26. С.204-210; Ч. 25. № 45. С.243-251; Ч. 26. № 47. С. 53-56 (под. загл.: О Петропавловском 
порте); № 48. С. 81-94; 1816. Ч. 27. № 1. С. 9-24; № 3. С. 98-107; № 4. С. 130-138; № 5. С. 178-199 № 6. С. 233-
236; Ч. 29. № 14. С. 51-59; № 15. С. 81-92.

















































































































48） Рикорд. П.И. Указ. соч. С. 34.
49） Добель П.И. Указ. соч. С. 19.
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月3日），ルダコフ（ディアナ号の航海長）にロシア語で招待状を書いてもらい，日本酒３
樽とその他の蓄えておいた食材を用いて日本の食事に地元の男女を招待した。ロシアの踊
りも披露し，「大盛宴」を一日中行った。それまでは日本人は「小恵なる者」と思われて
いたが，この宴会で酒をたくさん振る舞ったので，「小恵の国」とは思えないという評判
がたった。その後は道で会っても丁寧に挨拶するなど、親しい者もでき，言葉もわかりや
すくなり，退屈もせずに暮らすことができた50）という。　
　土地で良好な人間関係を築き，受け入れられないと重要な政策を推進することはできな
い。こうした人的ネットワーク構築に際し重要な意味をもつのが「もてなし」である。従
来の漂流民や捕虜たちは命からがらカムチャッカに来たので，食客の身に甘んじるほかな
く，もてなそうにも物資の余裕がなかった。土地の人の間では日本人は「けちな人間」と
いう評判がたっていた。前述したように，嘉兵衛は食事の施しを受けず，自炊した。他国
で生き抜くにはその土地の食べ物を食さないといけないことは嘉兵衛にも分かっていたで
あろう。しかし，日本の代理人としての自負を持つ身では食客に甘んじていては，交渉の
際の対等性が維持できなかった。自炊生活を可能にしたのは，米，味噌，醤油，その他の
物資を観世丸から持って来たからであった。自炊と豪勢なパーティにより嘉兵衛はカムチ
ャッカの人の心をつかむことができた。
　こうして上から下まで張り巡らされた人的ネットワークが嘉兵衛の対露対策の実行を下
支えしたと思われる。
終わりに
　フヴォストフ・ダヴィドフによる蝦夷地襲撃事件，ゴロヴニン捕縛事件，高田屋嘉兵衛
拿捕事件と19世紀初頭の日露関係は極度に険悪な状態となった。ロシアに拉致された高田
屋嘉兵衛はロシア語を知らなかったので，カムチャッカで交渉できることはそう多くない
はずであった。しかも，日本から派遣された使節ではなく，抑留者であったので，その活
動は漂流民と大差ないものになる可能性があった。
　しかし，嘉兵衛はこのロシア抑留生活を日露交渉の千載一遇のチャンスに変え，巧みな
外交交渉を展開した。コトバの壁を筆談や通訳を駆使することで乗り越え，儀礼・象徴の
助けを借りて自らが欲するところを伝えることができた。食料を自給したことで従属関係
に陥ることなく，矜持を保ち，ロシアに堂々と要求することができた。拉致被害者の身で
ありながら嘉兵衛が対等性を保ちつつロシアに対峙したことはロシアの対日政策に影響を
及ぼさないわけにはいかなかったと考えられる。
　コトバと儀礼・象徴による人的ネットワークの構築と対等性の追求は日露関係改善の重
要な前提をなしたといえる。
　史料調査に関しては，北方歴史資料館館長の高田嘉七，高田本家の高田耕作，高田屋嘉
50） 『高田屋嘉兵衛遭厄自記』。
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兵衛翁顕彰会の琴井谷惠民，北山学，斉藤智之， 函館の称名寺住職の須藤隆仙，函館市立
中央図書館の奥野進，徳島県立文書館の金原祐樹，カムチャッカ郷土図書館のイリーナ・
ヴィテル，ロシア海軍文書館の副館長のマリーナ・マレヴィツカヤ，ロシア歴史史料館の
艦長のアレクサンドル・ソコロフの各氏に便宜を図っていただいた。また，リュドミーラ・
エルマコワ，アレクサンドル・ディボフスキー，ユリア・ミハイロバの各氏には翻訳の際
にご教示いただいた。記して感謝する。なお，紙数の関係で参考文献は省略せざるを得な
かった。引用に際し，旧漢字や平仮名の一部は，当用漢字に直し，適宜句読点を補った。
付録１　ペテロパヴロフスク港の地図（1819－1820年）　
　現在すでに存在している官舎には次のものがある。Ａは長官の家で，召使い用の別棟と
中庭，納屋がある。Ｂは長官補佐の家である。Ｃは兵舎で現在60人用建物の起工が行われ
た。Ｄは新しく建設された病院で，あらゆる付属施設が備わっている。さらに港湾建設が
予定されている海岸通りには食料品店もある。しかし，不便なので，教会同様に，現在の
ままの形では将来的には存続しないであろう。Ｅは弾薬庫，Ｆはワインの地下倉庫で，淡
黄色に塗られた部分がそれである。そこには新しい建物が官費で建設される予定である。
А!は寺院，В!は神学校，С!は職業訓練学校で，官費で建設されつつある。Ｄ!は兵舎で
そのうちのひとつは，カムチャッカの船員用で，二つ目は越冬するため当地に送り込ま
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れてきたオホーツクの船員チーム用で，三つ目はカムチャッカの港湾労働者のためである。
Е!は町の病院，Ｆ!は郵便局，Ｇ!は長官の事務所で，会計課，糧食課と記録課が入ってい
る。Ｈ!は将校のための建物，Ｊ! 51）は警察，Ｋ!は商業ヤード，Ｌ!は水兵の隊列教練用広場，
Ｍ!は練兵場である。港は，湾岸線にそってある。そこには以下のものが建設予定である。А’’
は営倉， Ｂ’’は港湾労働者の番所，Ｃ’’は倉庫，Ｄ’’は修理工場で以下のものがある。１は
木工と製材，２は滑車と旋盤，３は帆，４は灯火と羅針盤，５は索具である。Ｅ’’は漕船
の造船と冬季に漕船を清掃するための場所である。Ｆ’’は二階建てで回廊つきの船員用食
料品店が（海上の）杭の上にできる予定で，奥では船の積み下ろしができるようになるは
ずである。Ｇ''は鍛冶，組立，ボイラー，Ｈ’’は武器庫，Ｊ’’は消火器の収納庫である。Ｋ’’
の記号がある所には，製材機が設置される予定で，二つの川を合流させ水位をあげてそれ
を運転する。湾に突き出ている砂州コーシカには魚の倉庫ができている。武器庫の対岸に
は17門の大砲をもつ砲台の建設が予定されている。その他のさまざまな色を塗った場所に
は私的な建物の建設が予定されている。そのうちаは露米会社のもので，ｂはコルマコフ
二等大尉の司令部で建物が素晴らしいので，将来も残るであろう。ｃは総領事で７等文官
のドベロ52）の家で，建物には商店や売店が入っているが，不便な所にあるので，現在の
形では将来残らないであろう。ｄは教区専属司祭の家で現在新しく建築された。ｅは高官
用の建物の建築予定地で，文字ｘで示されている場所には，将来私的な建物が建設される
が，現在は掘立小屋がてんでばらばらにたっている。湾の防備強化のため現在７門の大砲
をそなえた砲台がある。将来計画によると入港防備強化のため文字ｋのついた場所に22門
の大砲を備えた砲台１台，10門の大砲を備えた砲台１台，５門の大砲を備えた砲台が１台
建設されるはずである。
付録２
「シベリア旅行記」（抄訳）
ピョートル・ドベリ著・生田美智子訳
　ペトロパヴロフスク港に滞在中，私は日本の官吏である高田屋嘉兵衛と知り合いにな
った。彼は日本で捕虜になって投獄されているゴロヴニン艦長を救出するための最良の
仲介役としてリコルド艦長によりフリゲート艦ディアナ号で当地に連行されてきたのだっ
た。私の所にいた中国人の召使は，さほど苦労することもなく，高田屋嘉兵衛と日本の文
字で会話することができた。彼は英語も知っていて上手に話せた。この中国人を介して自
分の考えを日本人に伝えるのは具合がよかった。嘉兵衛はきわめて呑み込みが早く，さま
51） 地図上にＩ!の記号はない。
52） ドベロはドベリと表記されることが多いが，ここでは地図の表記のままとする。
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ざまな事柄について自分からも考えと感情を表明した。カムチャッカにいる同じような境
遇の中国人よりはるかに多くの知識と学識を私に示した。このことから，前述したように，
日本人は中国人より賢くて学識があると私は結論するにいたった。彼は熱心に自分の知
識を増やそうとした。彼の祖国ではほとんど知られていないヨーロッパの習慣，政治，宗
教，生活様式やその他について常に理にかなった質問をした。地図上で地球上の六分の一
以上の面積を占めるロシア帝国を示して我々は彼を驚かせた。この帝国を統治しているの
は一人の皇帝であり，特別の警護をつけず一人で民衆の間を歩けるくらい自分の民衆に愛
されていると話すと，彼はさらに驚いた。皇帝自身が軍隊を統率し，多くのスラヴ民族が
ロシアに侵入したフランスに勝利するため目下実際に戦場にいる!!!と聞くと，彼はますま
す驚いた。嘉兵衛は言った。「ロシアが占めている空間と比較すると日本は小国だが，人
口が多い。日本には皇帝が二人いる。二人の皇帝がいなくてどうして国を治めることがで
きるのか分からない。一人は精神界の皇帝で，もう一人は世俗界の皇帝である」。嘉兵衛
にヨーロッパにおける聖職者の説明を少しすると，われわれのシステムを理解したようで
あったが，彼は次のように言った。「驚きだ。皇帝権力がカムチャッカのような遠隔地でこ
のようにきちんと統治しているとは」。彼はカムチャッカ半島の状態をほめそやした。そし
て，クリル諸島は日露の交流のために自然が作った橋に似ていると言い，両国に莫大な利
益をもたらす東ロシアとの自由な交流に日本人が従事するのを政府の古くからの政策が妨
げているのをとても残念がった。嘉兵衛はフィリピンとマレー諸島の多くの産物を知って
いた。それらは日本がきわめて必要としているもので，カムチャッカを日本への中継点と
すると日本の手工業品と交換に産物を運びこむのが便利になる。私と様々な事柄について
話をすると，彼は常に感動し，日本の皇帝とはきわめて異なるロシアの皇帝に対するうや
うやしい尊敬の念を示した。ある時，驚いたことに，朝食直後の早朝に，高田屋嘉兵衛は
日本人の身内全員を引き連れて私の所にやってきた。彼を出迎えるために席を立とうとし
た。しかし，彼は，私に座ったままでいるよう強い調子で合図した。一緒にいた日本人の
一人から，赤い絹の布をかけた大きなクッションを受けとった。その上には日本刀があっ
た。彼は両手で刀を頭上に持ち上げると，下におろし，頭を床にすりつけんばかりにした。
この儀式を９回繰り返すと，クッションの上にある刀を机の上におき，挨拶の言葉を述べ
た。当方の中国人はそれを次のように説明した。すなわち，リコルド艦長および私（ドベ
リのこと─生田）と何度も話をするうちに，嘉兵衛は，ロシアの皇帝陛下の徳を高く評価
し，心服するようになった。私がサンクトペテルブルグに上京し，皇帝陛下に拝謁すると
聞いたので，尊敬と感服のしるしに自分の愛刀を私に託したのである。その際，彼は皇帝
陛下に捧げるにふさわしい儀式をおこない，かかる広大な国家をいとも簡単に治めている
剛毅な君主のみに対して払う尊敬の念を示したというわけだ。
　折りを見て艦長リコルドの友情ある寛大な行動に対しても捧げものをするつもりである
と私（ドベリ─生田）に言うよう彼は中国人に頼んだ。なぜなら，嘉兵衛は捕虜であるが，
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武器やその他の物を身につけ，自由に使用してよかったからである。それに対し彼はとて
も感謝していた。彼はロシア人から受けたホスピタリティと厚遇を決して忘れないであろ
う。この人物が，遅かれ早かれ，二大強国の間を仲介して交流をはじめさせることを望む。
嘉兵衛は極めて強くそれを望んでおり，洞察力と卓見をまじえ両国がそれにより得る利益
を示し，常にこのことを話題にした。
　実際，それらの多くが利益をもたらすことは目に見えていた。日本やフィリピン諸島ほ
ど交易を開くことでシベリアやカムチャッカに幸福な暮らしをもたらす所はないであろう。
それらの国々とロシアはもうかる商売をすることができる。海，順風の季節風および，そ
の他の天然の手段は，あらゆる形の交流に対する両列強の使命を驚くほど示している。カ
ムチャッカと日本にとってのフィリピン諸島の重要性は，英国やヨーロッパにとっての東
インド諸島のように，きわめて大きい。土地が肥沃であること，様々な有益物質や贅沢品
があることを考慮にいれると，東インド諸島以上である。しかし，今は話を日本の役人に
戻そう。彼は50歳くらいで，中背で，情熱的な性格だった。はっきりした顔立ちだが，き
わめて日本的である。ひと目で，太っ腹な性格であることが分かる。彼が意気消沈してい
ることはめったになかった。不幸を勇気でもって克服する哲学の教えにしたがっているよ
うであった。人に対し影響力を持ち，敵対的な状況も和やかにした。彼はしばしば日本人
の生活習慣や儀式に関する面白い話をして，われわれを楽しませてくれた。しかも，判断
は極めて鋭かった。彼は奇妙なことを笑い，不作法だと思うことを非難した。ある時，彼
はわれわれに刀を使う練習を見せてくれた。それは両手を使いきわめて迅速に行うもの
だった。しかし，彼は日本のフェンシングはわれわれのものよりはるかに劣るものだと認
めた。嘉兵衛はロシアの兵卒と砲兵の教練を見ると，日本の軍事力のことを笑い，馬鹿に
した。彼が言うには，ヨーロッパの軍事力と比べると，日本のそれは子供のレベルである。
ここで再びこの日本人に敬意を表さないわけにはいられない。私は，このような告白をす
ることのできる精神的に寛大な中国人に会ったことは一度もない。ところで，中国人は勇
気，芸術，その他あらゆる点でも日本人よりはるかに劣る。砲兵は，ことに嘉兵衛の注目
をひいた。コルマコフ陸軍中尉，この砲兵司令官を正当に評価しなければならない。完全
な秩序のある砲兵隊がカムチャッカにあるのは彼のおかげで，このことにより彼には至る
所で名誉がもたらされるであろう。
　アジアの諸国にいた時に私が集めた全ての情報から判断すると，日本の軍事力は，人数
は多いが，ほとんど機能しておらず，国を防衛する力があるようには思えない。実際，あ
らゆる港，湾，町は十分な数の大砲をそなえ防備されているが，そのほとんどは貧弱で，
突貫工事で建造されたものである。その多くは布でそれらしく見せかけた砦柵にすぎない。
それゆえ，爆弾ひとつでひとたまりもないであろう。軍事的な欠陥があるので，日本人は
勇気と豪胆を備えているが，彼らは攻撃者の犠牲になるであろう。彼らを征服するにはか
なりの兵力がいる。というのは，彼らは人数が多いから。しかし小規模な遠征隊を派遣す
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れば，隣国諸国と友好的な貢納関係に入らせることができるであろう。高田屋嘉兵衛に見
られるように，日本人は，率直さと洞察力の点で優れているので，科学や芸術の分野で
いつまでもヨーロッパの後塵を拝することはないであろう。彼らの理性をとらえている古
い習慣への偏見をなくし，日本人を，中国人のように，力づくで変えさせることはできる。
高田屋嘉兵衛は，日本が攻撃される際の危険性を完全に予知したようで，日本人にとって
の多くの重要な利害について述べた。彼はきわめて善良な心をもち，偽ることなく，友情
と憎しみを示した（他のアジア人と極めて異なっている）。彼の私に対する心服は心から
のものであり，同様に彼が述べた考えも偽りのないものであると信じている。ロシアとの
交易を開くという考えは嘉兵衛の１番のお気いりのもので，彼は両強国にとり重要なこと
か何ということを絶えず話している。私がカムチャッカを出発するにあたり，彼は別れを
惜しみ，私に永遠の友情を約束した。嘉兵衛は悲しみを表明し，高齢で健康状態も良くな
いので，私と一緒にサンクトペテルブルグに行くことはできないが，彼の名前で皇帝陛下
に刀を贈呈することを忘れないように頼んだ。
